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郵便制度史展２０１８　展示作品解説パンフレット

切手コレクションの観覧順序
　展覧会に展示される切手コレクションは、「展示リーフ」という用紙

に整理されて展示されています。この「展示リーフ」は１６枚ごとに

パネルに収められ、各パネルで以下の順で展示されています。

　したがいまして、各パネルにおいては、展示リーフは、上段から、左

から右へと、ご覧ください。

　なお、切手コレクションの整理方法には様々なやり方がありますが、

この展示方法は、分かりやすさ・コストなどの点で現在最も普及して

いる方法で、日本だけでなく、欧米、アジア、オセアニア、アフリカ

の各国でも同様の方法が採用されています。

　

　作品をご覧になられてのご質問や切手収集に関するご質問について

は、場内におります主催者・展示者にどうぞお声がけください。
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郵便制度史展２０１８　展示作品解説パンフレット

郵便条例から大正初期の逓信事業：官制・管轄・局種・消印・取扱（8）	

	 	 	 	 片山七三雄

1885 年の内閣制度発足、1889 年の大日本帝国憲法発布に伴い、各種

の近代的な法律が次々と施行されていきました。逓信事業の方も、1883

年の郵便条例施行など、明治中期から大正初期にかけて内国郵便制度が整

備されるのに合わせ、中央管理、地方管理の体制も整備されてきました。

これと並行する形で、郵便局の局種や取扱事務、消印も整理統合されたの

がこの時代です。

本展示では、この時期の官制・管轄・局種・消印・取扱の変遷を中心に

扱うこととします。本来ならば各々個別に扱うべきですが、本展示では、

これらの流れを通時的に扱うことを主眼とするため、年代順に展示いたし

ます。
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郵便制度史展２０１８　展示作品解説パンフレット

軍艦郵便（2）		 	 	 	 森下 幹夫

軍艦郵便とは、万国郵便条約に基づき外国の領海や寄港地等にある海軍

艦船から本国宛てに郵便を差し出す場合（逆の場合もあり）における閉 _

郵便物交換の取扱いを言います。軍艦郵便はこれまで競争展をはじめ展覧

会にはあまり出品されたことがありませんでした。理由の一つに、基本的

に使用例は普通通常郵便物（大半は第 2 種はがき）しかなく、台切手（は

がき）のバラエティが乏しい上、郵便制度面で見ても大きな変遷がないこ

とから、結果魅力的なアイテムも少なく、展示作品として地味な存在であっ

たことが考えられます。また、展示作品とするには郵便史料以上に海軍史

料に目を向ける必要があり、面倒な（裏を返せば面白い）作業が必要とな

ります。

この展示では軍艦郵便と、そうでないものも含め 2 フレームで概説する

もので、不十分な点が多く、一つ一つのアイテムについても、さらに調査

を加える必要があります。
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郵便制度史展２０１８　展示作品解説パンフレット

戦後 加算料金時期の外国宛航空郵便（3）	 	 	 岩崎 朋之

1920 年代、外国郵便への航空扱いが開始されて以降、その料金は基本

料金に航空料金が加算される、いわゆる加算航空料金の形で運用されてい

ました。そして、開戦から戦争の激化とともに外信航空郵便は完全に途絶

し、終戦後も航空郵便の再開はしばらく待たなければなりませんでした。

そして、外国郵便が再開してから約 1 年後となる 1947 年 8 月 28 日に外

国宛航空郵便が再開されることとなりました。その料金体系は戦前同様、

基本料金に航空加算料金が加えられる加算料金制となっていましたが、戦

前の、ルートや宛先国によって料金が変わる複雑な料金体系から、いくつ

かの地帯毎に料金が変わる地帯別料金となり、非常に簡略化され利用はし

易くなりました。この加算料金時期は、インフレの悪化とも重なっていた

ため、短期間で幾度もの料金改定に見舞われました。戦後航空郵便再開の

1947 年 8 月から、基本料金と航空加算料金がまとめられた併合料金制と

なる 1951 年 12 月 1 日以前の 4 年間が、本作品の対象となる加算料金期

間ですが、この間で２度の料金改定があり、３期の料金時期が存在します。

本作品は期間毎に、各地帯宛の実例を種別に紹介するものです。
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郵便制度史展２０１８　展示作品解説パンフレット

訴訟審判審査書類郵便（6）	 	 	 	 	 中村 悟

訴訟書類郵便制度開設前から昭和 23 年の新郵便法施行直後までのもの

を、審判審査書類郵便も含めてまとめました。速達便や重量便はもとよ

り、専用封筒、郵便表示印、「訴」入りの書留番号票等のバラエティにも

重点を置いています。審判審査書類

郵便については材料が少ないため、

フォアランナーを含め一部分にまと

めて展示します。訴訟書類郵便制度

は、明治 24 年７月１日に施行されま

したが、裁判所自体は明治４年から

存在しており、制度施行前の使用例

（最古データは明治 7 年中）も訴訟書

類郵便制度史上、必要です。本作品

では明治８年の使用例を展示します。

さらに、制度施行前の代表的なもの

として、書留扱いや、普通便での通

知など様々なものに留意しています。

訴訟書類郵便の最初期使用例は、明

治 24 年７月９日（制度施行９日目）

ですが、本作品では、明治 24 年９月

１日 _ ハ便差立（３番目に古いデータ）

の使用例を展示します。また、新旧

シリーズ切手の混貼使用例として、3

点のみ確認している、大正白紙切手

と旧大正毛紙切手の混貼使用例もお

目にかけます。
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郵便制度史展２０１８　展示作品解説パンフレット

第 4種郵便史（5）	 	 	 	 	 行徳 國宏

明治 22 年 10 月 1 日の郵便規則の改正から昭和 41 年 7 月 1 日に廃止

されるまでの第 4 種郵便を 5 フレーム（80 頁）にまとめた作品を展示し

ます。

第 4 種郵便は、（１）各シリーズの低額面切手貼が多く、何らの変哲も

ない使用例として駄物扱いされているが、書留・速達や代金引換まで存在

する、（２）同封された内容品を明確に表示しないと第 1 種無封郵便と区

別ができないややこしさがある、という特徴があります。

各使用例には同封内容品の種類を明記しました。ご参観の皆様のご批評

を頂きたいと思います。
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郵便制度史展２０１８　展示作品解説パンフレット

1937 年の急速郵便制度改革（4）	 	 	 	 池田 健三郎

昭和 12（1937）年は、それまで取扱地域が限られていた速達郵便サー

ビスが原則として全国あまねく展開された、わが国郵便制度史上きわめて

重要な年にあたります。従来は「別配達・速達・内国航空」の 3 つの急速

送達制度が並存していたところを、8 月 16 日以降は内国郵便の急速制度

は事実上、「速達」に 1 本化されており、この日を含む昭和 12 年中の急速

郵便制度の移ろいには目まぐるしいものがありました。

本展示ではそうした一連の流れを、実際に逓送された郵便物によって時

系列的に辿っています。昭和 12 年の速達便など、沢山存在すると思われ

がちかも知れませんが、この物量とクオリティに到達するまでに 30 余年

を要しています。
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郵便制度史展２０１８　展示作品解説パンフレット

戦後の欧文櫛型印（東京・横浜）（2）	 	 	 石川 勝己

戦後の櫛型欧文印は、種類が多くバラバラに見えますが、形状、使用時

期により約 16 種類位に分類できます。ここでは、東京局と横浜局を例に

して、分類しています。分類記号は、Ｃ欄 NIPPON 表示はＮ、JAPAN 表

示はＪとし、２番目に材質が金属印ものはＫ、ゴム製の印はＧとしていま

す。同じ表示、材質で形状が異なるものは、使用時期を順番にⅠ、Ⅱと番

号を振っています。今後、この分類によりデータがまとまれば、使用時期

との関係で切手により珍品ができてくるでしょう。まだ完収ではありませ

んが、展示させていただきます。
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郵便制度史展２０１８　展示作品解説パンフレット

日本の郵便機械化—高度経済成長期以降の軌跡（3）	 板橋 祐己

本作は「日本の郵便機械化」を郵便史作品としてまとめたものです（一

部に競争展示での使用には相応しくない材料を含みます）。第１フレーム

では日本の郵便機械化が本格化していった過程を、世界的な郵便機械化の

潮流とともに、郵便機械化企画室に深く関連するマテリアルなどで再構成

しています。第２フレームでは発光検知の悲劇と色検知方式の採用を、第

３フレームで郵便番号制の歩みについて展開しています。もっとも、例え

ば郵便番号宣伝キャンペーン切手が色検知方式と郵便番号周知の２つの要

素を併せ持っているように、郵便機械化関連の郵趣材料は複層的なものが

多くなっています。本展示においても、各テーマ群の重なり合いが生じて

しまうのですが、概ね時系列的となる配置を試みています。
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郵便制度史展２０１８　展示作品解説パンフレット

簡易書留郵便（5）	 	 	 	 	 町屋 安男

簡易書留郵便は、昭和 41 年 7 月 1 日の郵便改革時に一般書留郵便制度

の合理化として新設されま

した。一般書留郵便は、郵

便物の引受から配達までの

前送達経路を記録し、万一

途中で紛失・破損した場合

は差出人の申し出た損害要

償額の範囲内で、その実損

額を賠償する特殊取扱い制

度です。これに対して簡易

書留郵便は、引受と配達の

時だけ記録をして、賠償も

二千円を限度とする実損額

という簡易記録と定額賠償

の取扱い制度となります。

簡易書留郵便史では、郵

便改革下における郵便制度

の変遷を料金期間で時期区

分をして、郵便切手の様々

な組み合わせ使用例を展示

してみました。



２０１８年度に開催予定の特別切手コレクション展一覧
開催期間 特別展名

4/20-22 郵便制度史展 2018
ポスタル・ヒストリーのメイン・ストリームを織りなすコレクションの数々

6/23-24 南方占領地のフィラテリー展
第二次世界大戦中に日本が南方占領地で発行した切手の大河コレクション

6/30-7/1 郵便番号導入５０周年展
郵便番号が 1968 年に導入され半世紀経過したことを記念して開催いたします。

10/6-8 < 動植物国宝切手の神髄 > 展
日本切手随一の人気シリーズである動植物国宝切手の魅力溢れる名蒐の数々

10/13-14 珠玉の菊切手コレクション展
わが国における「菊」の最高峰コレクションが揃い踏み

11/3-4 第 6 回ヨーロッパ切手展
第一次世界大戦終結 100 年を記念したコレクションが勢揃い

2/2-3 第 2 回いずみ展
わが国郵趣グループのトップ・ランナーの実力がここに明かされる

郵博 特別切手コレクション展
1902年（明治 35年）に開館した「郵便博物館」に	
その起源を遡る「郵政博物館」で開催される特別展です

特別切手コレクション展の開催時間は原則として午前 10 時〜午後 5 時半ですが、初日
だけ 12 時開始になる事が多いので、ホームページでご確認の上、お越しください。

共催　郵政博物館、特定非営利活動法人郵趣振興協会

http://kitte.com

イースト 
タワー

スカイ
ツリー

とうきょうスカイツリー駅

押
上
駅

※イーストヤード 12 番地のエレベー
ターで 8 階まで上がり、8-10F ライフ＆
カルチャー用エレベーターに乗り換え、
9 階までお越しください。

郵政博物館への行き方

所在地　東京スカイツリータウン・ソラマチ 9 階
※イーストヤード 12 番地のエレベーターで 8 階まで上がり、8-10F ラ
イフ＆カルチャー用エレベーターに乗り換え、9 階までお越しください。

最寄駅　押上駅（東京メトロ半蔵門線、都営浅草線、
東武スカイツリーライン、京成押上線）、とうきょうス
カイツリー駅（東武スカイツリーライン）両駅から直結。

2019 年


